
　7月といえばまず，七夕（タナバタ）が頭に浮かびます．
天の川を挟んで織姫と牽牛が 1年に一度会合する夜であ
り，短冊に願いごとを書き，葉竹に飾った幼い日々の記憶
が蘇ります．あのときの“願い”は叶ったのでしょうか．こ
のような風習は江戸時代から始まったもので，日本独自の
ものだそうです．日本人の“夢・願いを文字にして神仏に
託す”心情は，起請文や書き初めなどいろいろな形で残さ
れています．素晴らしい風習ですので，これからも大切に
していきたいものです．
　7月号をお届けします．今月号も興味深く，臨床検査の
実践に役立つ論文が満載です．ウイルス肝炎に関する「病
気のはなし」と「技術講座 step up 編」での造影超音波に
よる肝腫瘍の診断を読むと，肝疾患の診療が把握できま
す．「技術講座」の血球計数検査では偽高値と偽低値例が
例示され，「臨床検査のピットフォール」では日常検査に
導入された自動血球計数装置での髄液・体腔液での注意点
が解説されています．また，西成活裕氏と山藤賢氏の対談
も興味深く読ませていただきました．目的の実現のため
に，あえて今マイナスをとるほうが将来的にプラスになる
“科学的ゆとり”をもつことがかえって時間を短縮するとい
う「渋滞学」は，いつの世にも職場にも必要な考え方で，
参考になります．
　七夕には臨床検査を行うための知識と技能を読者の皆さ
んに提供できる『検査と技術』をお届けできるように，そ
して，読者の皆さんが素晴らしい検査技師として成長さ
れ，患者さんの幸福に貢献できることをお祈りして，編集
委員一同で短冊を飾ることにします． （高木　康）
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編集室より
「人の心に寄り添う医療人になる」欄の今回のゲスト，
西成先生は，「渋滞学」の権威で，日本テレビ「世界一
受けたい授業」にも多数回ご出演されたことのある“日
本の宝”（山藤先生談）です．私も大，大，大ファンで，
先生の御著書を愛読しております．本誌対談は，本数
冊分？にもなる内容を網羅的にご紹介，医療とのつな
がりの部分を山藤先生がご解説くださる“共振のポイン
ト”もあるスペシャル版です．さぁ，604 頁へ Let’s go！
 （M）

病気のはなし
慢性腎臓病   下澤達雄
フォーカス
遺伝性乳癌─遺伝性乳癌卵巣癌症候群診療の現状 
   細田充主，他

技術講座
病理：アルシアン青染色による病理組織・ 
細胞診断   畠　　榮，他

生化学：リポ蛋白の検査技術   廣渡祐史，他
微生物：質量分析計を用いた微生物同定検査 
   大柳忠智
人の心に寄り添う医療人になる・8
【対談】万物は渋滞する～「行動，言葉，思考， 
人，社会」流れを止めない～・2 
   西成活裕，山藤　賢

疾患と検査値の推移
梅毒   関川喜之，他
忘れられない症例から学ぶ超音波検査・12
甲状腺濾胞型乳頭癌 
（papillary carcinoma，follicular variant） 
   衞藤美佐子
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